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第 2 章では，高活性なキラルブレンステッド酸触媒の開発を目的とし，C 1 対称キラルビス
リン酸の設計・開発に成功している。C 1 対称キラルビスリン酸では，導入する置換基のうち
一方を電子求引性置換基とすることで，不斉反応場を構築しつつ，より高い触媒活性の実現
を目指したものである。開発した C 1 対称キラルビスリン酸の機能評価をアミドジエンとハロ


















ている。さらに，反応機構に関する考察を行い，本反応が脱水および付加を経る S N1 機構で
進行していることを明らかにしている。 
 
本研究の成果は，分子内水素結合を分子設計に組み込むことによりキラルブレンステッド
酸触媒の高活性化が実現できることを明らかにした点にある。また，キラルブレンステッド
酸触媒を用いる不斉触媒反応の検討を行い，それぞれの触媒や活性中間体の特徴について明
らかにした点も意義深い。 
これらの研究成果は，著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
することを示している。したがって，舟山浩介氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論
文として合格と認める。 
